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１．調査実施の目的 

この調査は、上尾市男女共同参画に関する市民の意識や実態を総合的に把握し、令和３年度に予定

されている第３次上尾市男女共同参画計画策定の基礎資料とすることを目的とする。 

 

２．調査の対象 

市内に居住する満18歳以上の男女（住民基本台帳から無作為抽出） 

 

３．調査方法と回収状況 

調 査 方 法：郵送配布―郵送回収 

調 査 期 間：令和元年９月25日（水）～10月24日（木） 

発 送 数：2,000件 

回 収 数：757件（有効回収率：37.9％） 

 

回収状況 

年代 
人口（人） 対象者数（人） 

回収数（人） 
（回収率：％） 

総数 男性 女性 総数 男性 女性 総数 男性 女性 不明 

18～19 歳 4,583  2,313  2,270  47 24  23  
12 

(25.5) 
2 

(8.3) 
8 

(34.8) 
2 

20～24 歳代 11,748  5,827  5,921  121 60  61  
16 

(13.2) 
5 

(8.3) 
8 

(13.1) 
3 

25～29 歳代 11,372  5,853  5,519  117 60  57  
25 

(21.4) 
9 

(15.0) 
14 

(24.6) 
2 

30～34 歳代 12,142  6,281  5,861  126 65  61  
43 

(34.1) 
10 

(15.4) 
27 

(44.3) 
6 

35～39 歳代 13,816  7,217  6,599  142 74  68  
41 

(28.9) 
10 

(13.5) 
28 

(41.2) 
3 

40～44 歳代 16,489  8,490  7,999  166 84  82  
56 

(33.7) 
18 

(21.4) 
33 

(40.2) 
5 

45～49 歳代 20,201  10,386  9,815  208 107  101  
58 

(27.9) 
17 

(15.9) 
35 

(34.7) 
6 

50～54 歳代 16,728  8,537  8,191  172 88  84  
65 

(37.8) 
25 

(28.4) 
35 

(41.7) 
5 

55～59 歳代 13,309  6,830  6,479  137 70  67  
48 

(35.0) 
22 

(31.4) 
25 

(37.3) 
1 

60～64 歳代 12,306  6,218  6,088  127 64  63  
70 

(55.1) 
28 

(43.8) 
33 

(52.4) 
9 

65～69 歳代 14,811  7,089  7,722  153 73  80  
93 

(60.8) 
35 

(47.9) 
43 

(53.8) 
15 

70 歳以上 46,964  20,767  26,197  484 214  270  
204 

(42.1) 
83 

(38.8) 
85 

(31.5) 
36 

不明 - - - - - - 26 1 4 21 

合計 194,469  95,808  98,661  2,000 983 1017 
757 

(37.9) 
265 

(27.0) 
378 

(37.2) 
114 
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４．調査項目 

調査名 調査項目 

１．家庭生活について ・家庭生活における役割分担（実態）について 

・家庭生活における役割分担（理想）について 

・子育て経験の有無 

・介護経験の有無 

・子育てについてのかかわり方について 

・介護についてのかかわり方について 

２．男女平等に関する意

識について 

・「男性は仕事、女性は家庭」という男女の役割分担意識につ

いて 

・女性と男性の地位の平等感について 

・言葉の認知度について 

３．人権について ・配偶者・パートナー間での行為における暴力としての認識に

ついて 

・配偶者・パートナーへの加害経験について 

・加害行為に至ったきっかけ 

・配偶者・パートナーからの被害経験について 

・配偶者・パートナーからの被害の相談経験について 

・相談した相手 

・相談できなかった理由 

・交際相手の有無 

・交際相手からの被害経験、同居中の被害経験について 

・交際相手からの被害の相談経験について 

・相談した相手 

・相談できなかった理由 

４．性について ・「ＬＧＢＴ」という言葉の認知度 

・性別についての悩みの有無 

・相談した相手 

・性に関する正しい情報を得るために必要なこと 

・性に関する教育を始めるべき時期 

５．就業について ・男性が育児／介護休業を取得することについて 

・取得しないほうがよいと思う理由 

・女性が職業を持つことについての現実と理想 

・女性が働き続けたり、再就職するために必要なこと 

・女性の管理職以上への昇進に対する意識 

・女性が管理職以上への昇進を希望しない理由 

６．防災について ・防災・災害復興対策で配慮して取り組む必要があること 

７．女性の活躍推進につ

いて 

・女性の活躍が進んだ時の社会・組織等の姿 
・女性の活躍を進めるに際しての障害 

８．市の男女共同参画の

推進に関する施策に

ついて 

・上尾市の施策について 
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５．調査結果を見る上での注意事項 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示した。したがって、単数回

答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて100％にならない場合があ

る。 

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が100％を超える場合がある。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合がある。 

・回答者数が３未満の場合、回答の傾向をみるにあたり、十分な母数に達さなかったため、報告書中

のグラフにおいて掲載を行っていない。 

・回答者数が30未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中では触れていな

い場合がある。 

・今回の調査では、性別に関する問いの回答に、「その他」を設けた。これは、男性・女性では答えら

れない方のために設けたものである。 

・掲載している国（内閣府）の調査結果は、内閣府が令和元年度に実施した「男女共同参画社会に関

する世論調査」及び平成29年度に実施した「男女間における暴力に関する調査」である。 

・掲載している埼玉県の調査結果は、埼玉県が平成30年度に実施した「男女共同参画に関する意識・

実態調査」である。 
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